１　概　　況

１　沿　　革
　岩井市の地名のおこりについては明らかではないが，「石井」という清冽な湧水の井戸があり，古代人がこの湧水の近くに居を構えたといわれている。奈良時代になると，岩井郷という行政区域としてこの地名が登場してくる。このようなことから，石井の井戸が｢岩井｣という地名のおこりであるといわれている。
　平安時代になると，平家一門から平将門が出現し，承平 5年( 935年)地名のおこりとなった石井に営所を築いた。将門は天慶 2年( 939年)に常陸国府を討ち，さらに下野，上野の国司を追放して関八州を手中に治め，新皇と称した。しかし，天慶 3年( 940年)藤原秀郷，平国香の子貞盛に攻められ岩井市北山付近で戦死したといわれている。
　荘園が発展した鎌倉・室町時代にかけては，岩井郷の各所に親鸞上人の足跡が残っており，この地方の教化の中心となっていた。

　秀吉の天下統一により荘園制がくずれ，後に猿島郡岩井村と呼ばれるようになった。江戸時代には下総国関宿藩の支配(一部天領)を受け，猿島下郷と呼ばれていた。明治維新を経て廃藩置県では，千葉・茨城の二県に分かれたが，明治 8年に茨城県となり，明治22年の市町村制の施行により 8つの新しい村となった。
　昭和30年に 1町 7か村(岩井町，弓馬田，飯島，神大実，七郷，中川，長須，七重各村)が合併して岩井町となり，さらに昭和47年市制を施行して，茨城県で18番目の市として今日に至っている。

位置と地勢 (土地・地積)
　岩井市は茨城県の南西部に位置し，東は水海道市，南は利根川を境として千葉県野田市と相対し西は境町，北は猿島町に接する東西12.5㎞，南北15.8㎞，面積90.72ｋ㎡の地域を占めている。土地はおおむね平坦で，地質の大部分は，猿島丘陵ともいうべき洪積層の畑地および山林からなっている。水と緑に恵まれ農業はもとより，工業地，住宅地など都市計画上の開発適地であり，首都50㎞圏内にあって県西南の中心文化都市として発展を続けている。
